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メニエノレ氏府の内耳府理変化については， 最初 Meniere が認めた内耳出血のほかに近年 r[j 川 (強)









1) 動物は鼓膜像E常，廻転後眼振検査で左右共健全反応~示したE常家兎(約3kg) モルモット (約4
OOg) を使用した。
2) 感作は家兎腹壁皮下へ 1 同量 50mg の純馬血清ア jレプミンを Freund 氏 Adgeband にして週 1 回
の割合で 2 回注射した。
以上注射後 1 週間自に抗体倍数稀釈で陽性の家兎を実験 l乙用い， モルモットの感作には上記感作家兎全
血を無菌的に採血しその血清 2cc を足静脈に注射し48時間後に実験に使用した。
3) 感作家兎眼球粘膜 lと抗原を泊下および注射して局所アレルギ一反応そ惹起し眼球粘膜1(11管血流の変
化を Leitz 社万能顕微鏡を使用して 16mm フィルムに記録観察した。








を思わせる血流欠損， 溢血斑などを確認すると同時に血流断続， Blood Sludge, Stase 等の知見を得， 程
度の差を加えて類型的に分類しその変化をまとめたと乙ろ通常 5 分後より上記変化が始まり 15分乃至 30分
で最高度となり 24時間乃至48時間で回復するのを認めた。 乙れは抗原点眼群に弱く注射群に強い変化を見
7こ。
2) 鼓室内抗原注入群の廻転後眼振検査は注入 1 時間後では変化が少く， また弱かったが48時間後では
変化は20例中 16例(機能克進 6 例，冗進→低下 7 例，低下 3 例)であった。 内耳病理変化はコノレチ器膨化
は20例中 18例，血管条の変化が18例， ライスネノレ氏膜の挙上 1 )例，沈下が 2 例， 膜様迷路内へのヌベク
ラ，細胞遊出，出血などの変化の特に著しいもの 5 例，著しいもの 7 例， 比較的弱い変化のもの 8 例があ
っ 7こ。
3) 内耳目周辺抗原液スポンゼ、ル貼布群では自発症状を貼布後10分乃至30分後に示し32例中 25例に見ら
れたが，廻転後眼振検査との総合判定で冗進と認めたもの12例，軒度充進 2 例，冗進→低下10例， 低下 6
例，不変 2 例であった。内耳病理変化はコノレチ器膨化10例，軽度膨化10例，萎縮 1 例， 不変が11例であっ
た。血管条変化は16例， ライスネノレ氏膜挙上 9 例， 沈下 6 例を認め膜様迷路の変化はヌベクラ細胞遊出，
出血など32例中28例に認められた。
内耳病理際本作製で32例中 12例は貼布 1 時間後で生体同定したが病理変化は少く， 変化の認められなかっ
























難を極め観察血管(眼球結膜血管)を選んだ口抗原注射，滴下後通常変化(血管拡張，収縮， 溢血斑， 1(I1 
流綬徐， 断続， Blood Sludge，等)は 5 分後より始まり 15--30分で最高度となり 24--48時間で回復するの
を認めた。乙れは実験的メニエノレ氏病動物が特発性迷路症候を生ず、る経過と一致している。
この実験によりメニエノレ氏府が血管血流障害によって生ずるのではないかと推察している。 なおこのIfn
管血流の変化を動的に映画記録して観察したのは本実験が最初の'fj:である。
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